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【研究の内容】 

 本共同推進研究（以下、本研究と表記する）は、北極域に居住する諸社会を対象として、（1）気候

変動・グローバル化への適応、および（2）北極域と南にある工業社会との関係という視点から北極域

における環境と人間の相互作用を明らかにすることを目的としていた。平成 29 年度は、本研究の第

二年度にあたり、前年度の共同推進研究（「北極域の人類社会における生業と大規模な変化への適

応」）で得られた基礎的なデータをもとにしながら、地域間の比較、共通テーマを掘り下げて行く作業

をおこなった。 

 本研究では、北極域の生態系が気候変動の影響を受けるなかで、自然資源を利用する先住民社

会および伝統的社会がみずからの生業活動を変化させる必要に迫られる場合があることが改めて確

認された。ただ、現地コミュニティの適応は、生業の機械化、漁業規制、資源採掘など、外部との関

わりによってより複雑な状況を呈することが多い。本研究の討議において、北極域と南との関係性を

媒介し、可能とするようなインフラストラクチャーに注目することの重要性が明らかになってきた。北極

域における環境と人間の相互作用を考える上では、気候変動のおもな原因を作り出し、かつ、さまざ

まな面で北極域に関心を抱く南の大規模社会がどのような具体的な手段・物を介して、北極域との

関係性を構築・維持しているかを無視することができない。上で指摘したような「つながり」を理解して

はじめて、北極域の諸社会が主体的に文化的生存をはかろうとする状況を十全に描写することが可

能となる。 



 本研究では、このような討議を受けて、以下のようなリサーチクエッションに焦点化した議論を来年

度から進めていきたい。「現在の北極域に生きる先住民族・および伝統的コミュニティの人々は、ある

文化集団の一員として、南の社会との関係をうまく調整しながら、変動する北極域の自然環境のなか

でいかに自律性を保って生きようとしているのか」、そして、「そのような状況に対して、日本の研究者

が貢献できることがあるとすれば、それはどのようなことであるか」。 

 最後に本年度における各人の研究内容について簡単に紹介する。大石侑香は、北方少数民族の

ハンティの漁撈と漁規制の問題に関して、昨年度行った現地調査データの分析及び文献調査を行

った。合原織部は、J-Arc Net が主催する人材育成講座ウィンタースクールに参加し、サハ共和国で

の現地調査を実施するための人脈作りをおこなった。近藤祉秋は、研究協力者ヘザー・スワンソンら

と人新世における人と自然の関係に関する文献講読をおこない、理論的研究を進めた。野口泰弥

は、カナダ・ユーコン準州の北トゥショーニ社会での生業活動に関する予備調査を実施した。的場澄

人は、グリーンランドカナックにて 2016年 12月に生じた強風による海氷流出とそれに伴う漁業被害と

補償に関する聞き取り調査を行った。 
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